
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わが子にスマホをもたせるときに 

 １月３１日（日）、九州共立大学で、八幡西区小学校ＰＴＡ指導者研修会が

開かれました。開会式の後、「親が学ぶスマホ／ＳＮＳ時代のコミュニケーシ

ョン」という演題で置鮎正則氏（オフィスラバーリング代表）の講演がありま

した。 

 最近、インターネット・スマホ・ＳＮＳ等について学校内外の研修でよく取

り上げられています。お話をお聞きするたびに、新しい切り口や情報に触れて、

子ども達に携帯・スマホ等を使わせることに、大人が危機意識をもたなければ

と感じます。携帯・スマホ等はご家庭で子ども達に与えられるもので、基本的

にはご家庭内で管理や使い方のご指導をしていただくものです。学校では、同

じ学年の子でも、かなり使っている子もいますし、まったく使っていない子も

いて、一律の指導が難しいこともあるのですが、情報機器の便利さや危険性、

ネチケット（ネット上のエチケット）等について指導を行っています。 

 今回の講演では、今どきの子ども達のスマホの利用についての実態（小学生

はゲーム、中学生はライン、高校生はツイッターが中心だそうです）、それぞ

れの特徴や気をつけなければならないこと、ご家庭で子どもをよく見ておくこ

と等、大変参考になる内容でした。特に印象に残ったお話は、「家庭でスマホ

等を子ども達に任せて与えっぱなしにしておくことは、大変危険である。子ど

もを信用することや経験から学ぶという考え方もあるが、ＳＮＳ等ではだれも

が被害者になるだけではなく、加害者になる危険性ももっている。インターネ

ット上に流した情報は永久に消えることがなく、その子の人生を左右してしま

うことさえある。」ということです。そのために家庭で必ず使い方についての

約束を決めることが大切だそうです。とはいっても子どもの方が扱い方に詳し

くて、保護者の方が何をどう約束していいのか分らない、という実態もあるそ

うです。「家庭での約束は簡単でよい。」と置鮎氏は言われました。それは、

「お母さん（お父さん）がやめなさいといったら、使用をストップする」とい

う約束です。（その後、改めて話し合って使用させることは付け加えてもよい

そうです。）子ども達の安全を守るために、周りの大人が気をつけていかなけ

ればならないと改めて思いました。 
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         １月２０日付の「学校だより：おりひがっこ」でお知らせした 

卒業式の曜日が間違っていました。お詫びして訂正いたします。 

       （誤） ３月１８日（水）⇒（正）３月１８日（金） 

おりひがの環境をよくする取り組み（堀川にＥＭだんご） 
４年生は、総合的な学習の時間で、地域の 

環境をテーマに学習しています。その中で、 

毎年、「堀川再生の会」の方にＧＴ（ゲスト 

ティーチャー）として来校していただき、Ｅ 

Ｍだんご（水の浄化作用をもつＥＭ菌入りの 

土だんご）をつくり、堀川に入れに行きまし 

た。堀川は江戸時代に先人の努力によって切 

り拓かれた人口の川です。本校や折尾中学校 

の校歌にも歌われています。堀川がきれいに 

なることと同時に子ども達が郷土を大切にす 

る心も育ってもしいと思います。 

 

おりひがのあいさつ運動 
 寒い中ですが、５・６年生の運営委員会の子ども達が毎週水曜日の登校時に、あい

さつの呼びかけ運動をしてくれています。あいさつは、コミュニケーションの第一歩、

人に対して心を開く行為です。あいさつを交わす 

ことの心地よさを感じることが大切です。そのた 

めに子ども達が、自分たちで考えて、進んで取り 

組んでくれることをとてもうれしく思っています。 

これも、子ども達がつくった本校の文化です。 

 

←ＥＭだんごづくり(12月) 

↑お礼の手紙 

↓講演の資料より（「置鮎氏の著書「我が子にスマホを持たせる時に読む本」をご覧になりたい方はお声掛けください。」 

例年よりは遅いのですが、インフルエンザが流行ってきています。 

        近隣の学校では学級閉鎖なども出始めています。子どもさんの健康

管理をよろしくお願いします。また、学校からのお知らせや保健だ

よりにも注意をお願いいたします。 

お詫び 

と訂正 

インフルエン

ザに注意 


